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	1603118大阪府地方戦略に対する意見
	資料１（概要）
	資料２　大阪府地方戦略に関する意見 
	１．基本方針
	○２０１５年国勢調査において、大阪府の人口は６８年ぶりに減少に転じ、約８８４万人となった。今後も全国を上回るスピードで高齢化が進む厳しい現実への対応は喫緊の課題だが、加えて重要なのは、東西二極の一極として世界で存在感を発揮する都市を目指す、という成長志向の視点。総合戦略の基本姿勢で示されたように、積極戦略と調整戦略にバランスよく取り組むことで、「持続的な発展」を実現することが重要だ。
	○施策展開においては、府民や企業など民間を重要なパートナーとして、幅広い分野で連携を目指す姿勢が示されている。総論としては大いに賛同するが、連携のあり方については、民間の意見も踏まえて決めるべきであり、特に、企業との協働に関しては、大阪商工会議所をはじめとする経済団体との意見交換を緊密に行われたい。
	○計画策定にあたっては、目標（ＫＰＩ）を設定し、毎年度、到達状況を確認・検討することが示されているが、目標達成には具体的な施策への十分な予算措置が不可欠。政府の地方創生交付金を効果的に活用することに加えて、大阪府の独自予算も重点的に配分し、目標達成を目指されたい。
	２．総合戦略の方向性
	○「まち・ひと・しごと」に関する施策は、総合的に推進していく必要があるが、中でも、「しごと」は重要な役割を果たす。魅力ある「しごと」がなければ、「ひと」は豊かな生活が送れず、「ひと」の集合体である「まち」も成り立たない。
	○特に、２０～３０代における東京圏への人口流出は、主に「しごと」が大きな要因になっているものと考える。大阪には、優秀な大学・高等学校が数多く存在するが、それら卒業生の大阪での就職率を高めることが重要。２０～３０代に大阪で「しごと」を得ることができれば、その後３０～４０代には大阪で「ひと」を育んで定住し、「まち」を活性化させていくことが期待できる。
	○就職時における学生の東京志向に関して、大阪に本社を構える企業の東京移転を問題視する向きもあるが、企業がビジネス展開上の最適地を求めることは、経済合理性に適っている。一方で、大阪には、世界に誇るオンリーワン、ナンバーワンの技術や製品等を有する中小企業が数多く存在し、採用意欲も旺盛だが、その魅力が十分学生に伝わらず、人手不足が企業の成長の阻害要因となりつつある。人口減少の抑制、大阪の産業活性化につなげるためにも、大阪で学生生活を送った若年層を対象に、中小企業への就職を促進する施策を一層強化されたい。
	○女性の活躍推進
	大阪府の女性就業率は、総じて全国平均より低く、また、出産・育児期に一旦落ち込み、子育てが一段落した後に再び上昇する「Ｍ字カーブ」の谷も深い。子育てによる女性の離職を防ぎ、就業継続を促進するためには、仕事と子育てが両立できる環境整備が不可欠である。総合戦略では、従来の保育所や認定こども園をはじめ家庭的保育（保育ママ）や小規模保育を支援する方向が示されているが、加えて、事業所内保育施設など企業が従業員向けに取り組む多様な保育サービス事業についても支援の対象にされたい。
	○安全・安心の確保
	南海トラフ巨大地震はじめ、社会・経済に甚大な被害が想定される自然災害に対する防災力の強化に際しては、昼間・交流人口が多い大都市の特性を十分に踏まえた対応が必要である。ゼロメートル地帯に立地する中小企業の防災対策への支援や、外国人観光客を対象にした防災情報の発信力強化など、昼間・交流人口の安全・安心の確保に関する視点を盛り込まれたい。
	○都市基盤の再構築
	公共施設等については、老朽化や利用状況など全体の状況を把握し、総合的かつ計画的な管理を行う「ファシリティマネジメント」を推進する方向が示されているが、あわせて、公共施設等の民間活用も促進されたい。また、民間活用の対象となる公共施設等が老朽化している場合は、利用者のニーズに即してリノベーションやコンバージョンを施すことができる仕組みを構築されたい。
	○産業の創出・振興
	医薬品等の承認審査機関である医薬品医療器総合機構（ＰＭＤＡ）について、大阪・関西が強みを有する再生医療分野においては、将来的に審査機能の関西支部への委譲を目指す方向が示されている。この実現に向け、大阪商工会議所もＰＭＤＡ関西支部の利用促進等に連携して取り組んでいくが、相談業務体制のさらなる充実等、同支部の一層の機能拡充についても言及されたい。
	また、大阪へのＵＩＪターンの促進に向けて実施する「移住促進フェア」においては、事前に、ターゲットとする人材が望む就労環境・条件を十分に把握・分析したうえで、大阪の「住みやすさ」や「働きやすさ」や産業特性を分かりやすく伝える内容を盛り込むとともに、具体的な採用ニーズを有する企業情報もあわせて提供することで、その実効性を確保されたい。
	○企業立地の促進
	大阪に本社を構える企業の東京圏や近隣府県への流出が指摘されているが、企業がビジネス展開上の最適地を求めることは、経済合理性に適っている。ただ、企業立地における都市間競争が激化する中、流出抑制に本気で取り組むのであれば、抜本的な税制措置を講じるべき。大阪府・大阪市は、いわゆる地方税ゼロ施策を打ち出しているが、対象は、国際戦略総合特別区域内に新たに進出した特定分野（ライフサイエンス、新エネルギー）の企業に限定されており、一方で、その他の企業には、超過課税を適用している。企業流出を抑制するためには、既存...
	一方、企業の流入促進にも注力すべきで、特に、東西二極の一極を担う大阪においては、外資系企業の誘致促進が重要になる。政府は海外からの対日投資促進を掲げているが、現状では、日本に立地する外資系企業は東京に集中している。こうした状況を是正するためにも、総合戦略においては、海外からの投資促進、企業誘致について言及されたい。
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